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新
し
い
年
を
迎
え
て
、
皆
様

に
は
心
豊
か
に
出
発
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
天
候
異
変
で
大
変
な

年
で
し
た
。
世
界
各
地
に
大
き

な
災
害
を
引
き
起
し
、
身
の
毛

も
弥
立
つ
思
い
で
し
た
。
今
年

は
穏
や
か
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

当
事
業
団
は
昨
年
度
「
第

２
次
長
期
構
想
」
を
策
定
し

「
信
州
の
自
然
を
愛
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
暮
ら
し
、
と
も

に
紡
ぎ
ま
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

や
、「
長
野
県
障
害
者
プ
ラ
ン

２
０
１
２
」
に
沿
い
な
が
ら
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
正
し
く

対
応
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ

る
団
体
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
各
種
事
業
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
夏
に
行
っ

た
「
第
２
回
駒
ヶ
根
高
原
ふ
く

し
セ
ミ
ナ
ー
」
に
は
７
０
０
人

を
超
す
人
が
集
ま
り
、「
学
ぶ
」

「
交
わ
る
」「
楽
し
む
」
を
テ
ー

マ
に
当
事
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
堪
能
し
ま
し
た
。
中
で

も
「
信
州
駒
天
駅
伝
大
会
」
に

は
伊
那
養
護
学
校
や
地
元
小
学

生
チ
ー
ム
を
始
め
計
９
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

箱
根
駅
伝
と
ま
で
は
い
か
な
く

て
も
、
地
域
の
季
節
の
移
ろ
い

を
告
げ
ら
れ
る
ほ
ど
ま
で
に
こ

の
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
に
根
付
い

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
今

年
も
６
月
に
第
３
回
目
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

南
北
に
長
く
、
広
い
県
内
に

点
在
す
る
19
の
事
業
所
は
、
５

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
連
携

を
密
に
取
り
合
う
こ
と
に
よ
り

機
能
の
拡
散
を
防
ぎ
、
そ
の
地

域
の
社
会
資
源
と
し
て
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
や
ま
な
み
」
で
は

相
談
支
援
事
業
を
特
集
し
ま
し

た
が
、
地
域
の
社
会
資
源
を
的

確
に
把
握
し
、
有
効
に
生
か
し

て
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
相
談
支
援
に
お
い
て
も
必
要

な
姿
勢
だ
と
考
え
ま
す
。
冒
頭

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
そ

の
積
み
重
ね
が
地
域
の
信
頼
を

得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
域

の
中
で
の
事
業
団
の
存
在
感
と

役
割
が
よ
り
増
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
理
事
長
　
辰
野
　
恒
雄

特集
記事

連載
記事

相談支援事業本格始動！
～長野県社会福祉事業団の取り組み～

事業所リレートーク
チャレンジアクション　利用者の「お楽しみ倍増」を目指して
つれづれ福祉　地域との懸け橋
トピックス／人事異動／プレゼント

写真：事業団役員室からビッグハット（長野五輪アイスホッケー会場）越しに飯縄山（右）・高妻山（中央奥）を望む

2020
東京オリンピック・
パラリンピック
開催決定！！

祝！
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長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
で
は
平
成
13
年
に
「
障
害
児

（
者
）
地
域
療
育
等
支
援
事
業
」
を
長
野
圏
域
の
水
内
荘

（
平
成
16
年
か
ら
歩
楽
里
）
で
開
始
し
て
以
降
、
平
成
15

年
に
は
上
伊
那
圏
域
で
も
事
業
展
開
し
、
現
在
で
は
10
ヶ

所
の
事
業
所
で
相
談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。［
表

２
］［
図
１
］

（
注
１
） �

障
害
児
相
談
支
援
事
業
に
お
い
て
は
「
障
害

児
支
援
利
用
計
画
」

［表１］平成 24年 4月からの相談支援体系

区分（実施主体） サービス内容 対象者

一般的な相談支援
（市町村（注2））

日常生活等に関する相談、
情報提供等

・全ての障害児者、家族等

計画相談支援
（指定特定相談支援事業者）

サービス等利用計画を作り、
モニタリングを行います

・障害福祉サービスを申請
した障害児者等
・‌�地域相談支援を申請した
障害者

地域相談支援
（指定一般相談支援事業者）

地域移行・地域定着支援計画
を作り、病院または施設等か
らの地域移行・定着を支援し
ます

・�入院または施設等に入所
している障害者等
・‌�地域生活を継続するため
緊急時の支援が必要な障
害者等

障害児相談支援
（指定障害児相談支援事業者）	

障害児支援利用計画を作り、
障害児の通所サービスを支
援します

・‌�障害児通所支援を申請した
障害児

（注2）指定相談支援事業者に委託可能

相談支援事業本格始動！
～長野県社会福祉事業団の取り組み～

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
25
年

４
月
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
）」
及

び
「
児
童
福
祉
法
」
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
相
談
支
援
事
業

が
「
特
定
相
談
支
援
事
業
」、「
一
般
相

談
支
援
事
業
」、「
障
害
児
相
談
支
援
事

業
」
に
再
編
［
表
１
］
さ
れ
、
平
成
26

年
度
末
ま
で
に
原
則
と
し
て
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
全
て
の
方
の

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」（
注
１
）
作

成
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
を
作
成
し

な
け
れ
ば
、
基
本
的
に
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
計
画
相
談
等
で
は

相
談
支
援
専
門
員
の
「
業
務
量
の
多

さ
」
や
「
人
手
不
足
」、
ま
た
一
般
的

な
相
談
支
援
で
は
「
委
託
費
の
地
域
格

差
」
等
、
様
々
な
課
題
を
耳
に
し
ま
す
。

　

相
談
支
援
事
業
は
利
用
者
の
人
生
を

左
右
す
る
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、

そ
の
本
質
を
捉
え
て
業
務
に
あ
た
ら
な

け
れ
ば
、
制
度
の
た
め
の
形
式
的
な
作

業
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
相
談
支
援
事
業
の
概
要
と
当

事
業
団
の
取
り
組
み
状
況
を
紹
介
し
ま

す
。 は

じ
め
に

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
に
お
け
る

相
談
支
援
事
業
の
取
り
組
み
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［表２］長野県社会福祉事業団が運営する相談支援事業所

［図２］利用者ニーズの実現に向けて支援する仕組み

［図 1］
相談支援事業所
配置図

No 事業所 所在地
受　託
（注3） 指　定

一　般 計　画 地　域 障害児

●❶ 水内荘 長野市 ○ ○

●❷ 長野圏域障害者総合支援センター「歩楽里」 長野市 ○ ○ ○ ○

●❸ 松本ひよこ 松本市 ○ ○ ○

●❹ ほっとグループホーム伊北 伊那市 ○

●❺ 伊那ゆいま～る 伊那市 ○

●❻ ほっとワークス・みのわ 箕輪町 ○

●❼ 辰野町障害者就労支援センター 辰野町 ○

●❽ 西駒郷駒ヶ根支援事業部 駒ヶ根市 ○ ○

●❾ 西駒郷宮田支援事業部 宮田村 ○ ○

●� 上伊那圏域障害者総合支援センター「きらりあ」 伊那市 ○ ○ ○ ○

長野IC

佐久IC

碓氷
軽井沢 IC

松本IC

伊北IC

伊那IC

駒ヶ根IC

飯田IC

諏訪南IC

信州中野IC

更埴JCT

岡谷JCT

❶❷

❸

❹
❺

❻

10
❾
❽

❼

（注3）「歩楽里」は長野市から、「きらりあ」は上伊那２市６町村から一般的な相談支援を受託

一人
暮らしが
したい

持病も
心配だ…

仕事を
しなきゃ！

相談支援専門員
（指定相談支援事業所）

サービス管理責任者
（サービス提供事業所）

利用者の「声」
↓

アセスメント
↓

サービス等利用計画（案）
作成

継続サービス等利用支援
（モニタリング）

アセスメント
↓

個別支援計画の原案作成

↓
個別支援計画の実施
（サービスの提供）

モニタリング
↓

個別支援計画の変更

個別支援会議

個別支援計画

サービス等利用計画

サービス担当者会議

支給決定（市町村）

土日
さみしい

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
と
「
個
別
支
援
計

画
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
２
つ
の

計
画
は
非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
」
が
相
談
支
援
専
門
員
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
が
「
個
別

支
援
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。［
表
３
］

　

こ
の
２
つ
の
計
画
を
「
１
つ
の
踏
み
台

（
ス
テ
ッ
プ
）」
と
捉
え
、
行
政
を
は
じ
め
地

域
の
関
係
機
関
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
な

ど
が
協
力
体
制
を
取
り
合
い
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
実
現
に
向
け
て
支
援
す
る
仕
組
み
が
体

系
的
に
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。［
図
２
］

［表３］
「サービス等利用計画」と「個別支援計画」の関係 ～

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
と

     「
個
別
支
援
計
画
」
の
関
係
～

サ
ー
ビ
ス
提
供
の

「
見
え
る
化
」「
オ
ー
プ
ン
化
」

【個別支援計画】
総合計画を細分化し
た部分計画

【サービス等利用計画】
本人の希望を実現す
るための総合計画
（短・中期計画）

就労移行支援事業

相談支援（余暇サークル）

居宅介護事業（通院等介助）

応援団（行政、家族、サービス提供事業所等）
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冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
相
談
支
援
事

業
は
様
々
な
課
題
を
内
包
し
た
ま
ま
始
動

し
て
い
ま
す
が
、
当
事
業
団
で
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
礎
と
な
る
「
相
談
支
援
事

業
」
の
重
要
性
を
今
ま
で
以
上
に
認
識

し
、
平
成
25
年
度
か
ら
新
た
に
事
業
団
職

員
研
修
の
中
に
「
相
談
支
援
専
門
員
実
務

研
修
」
を
加
え
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
年

３
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
し
、
27
人

の
相
談
支
援
専
門
員
が
相
談
支
援
業
務
に

関
す
る
基
本
姿
勢
や
面
接
技
法
等
を
学

び
、
将
来
的
に
各
圏
域
で
相
談
支
援
事
業

の
中
核
を
担
う
人
材
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

１
回
目
の
研
修
（
５
／
31
）
で
は
長
年

相
談
支
援
の
現
場
を
経
験
し
、
長
野
県
の

介
護
支
援
専
門
員
研
修
等
の
講
師
も
務
め

る
小
島
健
一
所
長
（
歩
楽
里
）
と
唐
木
昭

専
門
員
（
き
ら
り
あ
）
が
自
ら
の
経
験
談

も
踏
ま
え
「
相
談
支
援
専
門
員
の
公
平
・

中
立
な
立
ち
位
置
」
や
「
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
方
法
」
等
に
つ
い
て
講
義

す
る
と
と
も
に
、「
相
談
支
援
専
門
員
こ
そ

相
談
上
手
な
れ
」
等
、
具
体
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
回

目
（
９
／
９
）

で
は
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
演
習
を
通

じ
て
、
意
思
決

定
支
援
に
重
き

を
置
い
た
実
践

的
な
研
修
を
行

い
、
最
終
回
と
な
る
３
回
目
（
２
月
予
定
）

は
、
全
員
で
事
例
検
討
を
中
心
に
理
解
を

深
め
る
予
定
で
す
。

　

研
修
を
通
じ
て
相
談
支
援
業
務
の
重
要

性
を
理
解
で
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
「
共

通
の
悩
み
を
抱
え
る
仲
間
が
い
て
心
強
く

感
じ
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
数
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
の
業
務
を
通
じ

て
「
困
難
な
ケ
ー
ス
に
関
わ
る
中
で
、
新

た
な
気
づ
き
や
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

て
い
る
」「
計
画
作
成
等
を
通
じ
て
生
ま
れ

た
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
体
が
利
用
者

の
今
後
の
地
域
生
活
を
支
え
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
職
員
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
な
が
ら
人
材
育
成
を
進
め
る
と

と
も
に
、
行
政
や
関
係
機
関
を
は
じ
め
他

法
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
等
と
の
連

携
・
協
力
を
深
め
、
事
業
団
の
相
談
支
援

事
業
所
並
び
に
相
談
支
援
専
門
員
が
地
域

の
重
要
な
社
会
資
源
と
な
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
中
村
）

　長野県では全国に先駆けて相談支援を行う「障害者
総合支援センター」を障害保健福祉圏域（10圏域）ご
とに設置しており、当センターは長野圏域にあるセン
ターの一つで主に長野市の方の相談に応じています。
　私は、利用者の「よろず相談窓口」として、個々の
ニーズに合わせて様々な機関等を紹介する「つなぎ役」
として、相談に来られた方々の暮らしができるだけ希
望に近づけるよう相談業務に努めています。
　電話、訪問、会議、記録整理等、日々山積する業務に
追われる毎日ですが、相談ケースを一人で抱えることの
ないよう、相談支援専門員同士のつながりはもちろん、
関係機関で思いを共有できるような場を積極的に作って
いきたいと思います。

長野圏域障害者総合支援センター「歩楽里」上伊那圏域障害者総合支援センター
「きらりあ」

担当業務　一般的な相談支援
　　　　　（長野市から受託）

担当業務　�一般的な相談支援（上伊那 2 市 6  
町村から委託）、計画相談支援、地
域相談支援、障害児相談支援

08:30　センター出勤、引継ぎ、メール等

10:00　相談業務①
　　　　（計画相談）

1 2 :00　��移動中の車内で
　　　  昼食

13:00　相談業務②（地域相談）

　　　　　　 1 4 :00　電話応対
　　　　　　　　　　   （支援会議調整）

　　　　　　 15:00　移動中に
　　　　　　　　　　   コーヒータイム

16:00　相談業務③（障害児）

1 7 :00　センター戻り、引継ぎ、メール等

18:00　退院直後の方と面談
　　　　（訪問）

19:30　終了、
　　　  自宅直帰

相
談
支
援
専
門
員
の
お
仕
事
紹
介

　
相
談
支
援
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
職
員
は
訪
問
等
で
地
域
に
出
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
他
の
職
員
か
ら

具
体
的
な
業
務
内
容
が
見
え
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
相
談
支
援
専
門
員
の
役
割
や
主
な
業
務
に
つ
い
て
、
長
野
と
上
伊
那
を
例
に
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら

　
　
～
ま
と
め
に
か
え
て
～

木下香織（社会福祉士）
相談実績3年春日　聡

（精神保健福祉士）
相談実績２年

相 談 支 援 専 門 員 か ら 一 言相 談 支 援 専 門 員 の 一 日
ある



　共同作業所から地域活動
支援センターに移行して３
年目となります。この間、
一貫してコンセプトは表題
の如く「日々仲良く、楽し
く、活き活きと暮らそう」。
できるだけ型にはめない言
わば手作り感を大切にした
活動に注力しています。
　今年度は蚕の飼育、郷土
食「こねつけ」作り、出前
カラオケなど今までにな
かった活動に取り組みました。中でも最たるものは８月のロビーコンサートで
の合唱の発表披露です。これまでの観る・聴く立場から一転、出演する側とな
り１ヶ月余り毎日練習を続けました。老若男女、三障害混同総勢16名の「合
唱」となるまでの道程、何よりも利用者さんが楽しくできたことが、結果にお
いて沢山の拍手に繋がったのではないでしょうか。　　　　　　　　　（仲俣）

事業所

❶ 長野市地域活動支援センターこぶし
～和・楽・活を求めて～　利用者数 16 人

各事業所それぞれの特徴と
現状・課題を紹介します。
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　「まつば支援課（施設入
所支援）」には一般就労
等、社会経験が豊富な利用
者が多く、自治会活動が活
発に行われています。今年
度も一泊旅行の行き先や食
べたい物について話し合い

を行い、東京タワーや大江戸博物館の見学を決めまし
た。自分たちで決めた分楽しみも倍増です。また地域生
活移行という全員の目標に向かってSST（Social Skills 
Training）を取り入れ、日頃の良かった場面の振り返
り、まずは気持ち良く生活することを目指しています。
　「えこ宮田（生活介護）」では、まつば支援課に隣接す
る畑で大自然を満喫しながら農業体験やエコ作業を行っ
ています。今秋も焼き芋焼酎『なかなかてぇへんだ』や
焼き芋に使う黄金千貫を全員で収穫しました。また、季
節ごとに取れる野菜を給食の食材として提供していま
す。室内ではリサ
イクル品を使った
作業を中心に、自
然に配慮したエコ
な活動をこころが
けています。
     （森岡）

　わーく宮田「紬縫製
班」は、防衛省の作業
服、迷彩服や都庁清掃
局の作業服等、公的な
ものの受注がほとんど
ですが、それらのアイ
ロン掛けやミシン掛け
等部分品加工と糸屑取

りを主に行っています。東日本大震災により受注が続
き、この2年半はとても大変でした。納品に追われ忙し
い毎日ですが、やりがいのある作業です。
　また、昔から伝統ある機織りでは、マフラーやラン
チョンマット等を糸の染めから製作し、忙しい受託作業
の傍ら自主活動として取り組んでいます。各イベント
や、ベルシャイン駒ヶ根の常設店や市民活動支援セン
ター「ぱとな」へ出店販売を行い、また見学の方にも見て
いただく中で、世
界に一つしかない
紬縫製の作品をた
くさんの皆様に提
供しています。ぜ
ひ一度見に来て下
さい。  （肥野）

❸ 西駒郷宮田支援事業部まつば支援課・えこ宮田
～自主性を重んじた支援とエコ活動～　利用者数12人・19 人

❷ 西駒郷宮田支援事業部　わーく宮田
～仲良く楽しくいきいきと　紬縫製班～　利用者数 15 人

平成２３年度に新事業体系に移行した「西駒郷」の取り組みを、シリー
ズで紹介します。



利
用
者
の

「
お
楽
し
み
倍
増
」を

目
指
し
て

利
用
者
の

「
お
楽
し
み
倍
増
」を

目
指
し
て

各事業所におけるさまざまな「チャレンジ」を
紹介するコーナーです。

　

長
野
ブ
ロ
ッ
ク
（
６
事
業
所
／
利
用
者
約

１
３
０
人
）
で
は
、「
事
業
団
第
２
次
長
期

構
想
」
に
基
づ
き
、「
利
用
者
お
楽
し
み
倍

増
計
画
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
利
用
者
に
充

実
し
た
余
暇
活
動
を
提
供
で
き
る
よ
う
検
討

委
員
会
を
組
織
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
お
け

る
支
援
体
制
や
活
動
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
、
利
用
者
も
職

員
も
関
係
な
く
一
生
懸
命
に
な
る
こ
と
が
で

き
、
時
に
は
真
剣
に
、
時
に
は
笑
顔
で
活
動

す
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
ま
た
長
野
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
事
業

所
が
連
携
す
る
こ
と
で
『
事
業
所
間
交
流
』

と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
サ
ー
ク
ル
活
動

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
利
用
者
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、

「
お
楽
し
み
倍
増
」
目
指
し
て
充
実
し
た
活

動
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
）

◆　
　

◆　
　

◆

　

演
劇
サ
ー
ク
ル
「
空
」
は
、
他
の
サ
ー
ク

ル
に
先
駆
け
て
２
年
前
に
立
ち
上
げ
、
週
１

回
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
、
20
歳
か
ら
最
高
齢
者
76
歳
、
平

均
年
齢
が
58
歳
の
高
齢
者
劇
団
で
す
。
舞
台

表
現
の
中
で
、「
演
劇
」
は
「
楽
器
演
奏
」

や
「
ダ
ン
ス
」
等
に
比
べ
、
舞
台
に
立
つ
人

の
能
力
や
適
性
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
時
間
を

紡
ぐ
こ
と
（
自
己
実
現
）
が
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
８
・
９
日
（
３
回
）、
水
内
荘

体
育
館
に
て
第
一
回
公
演
「
朱
鷺
（
ト
キ
）」

を
行
い
、
朱
鷺
が
舞
う
舞
台
に
３
０
０
人
を

超
す
観
客
の
皆
様
の
大
き
な
拍
手
の
中
、
大

き
な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

演
劇
サ
ー
ク
ル「
空
」の
活
動

　

そ
の
結
果
、
平
成
２５
年
４
月
に
『
音
楽
・

創
作
・
演
劇
』
の
三
つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ

を
編
成
し
、
毎
月
二
回
、
第
一
・
第
三
木
曜

日
の
午
後
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
『
お
楽
し

み
』
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

長
野
ブ
ロ
ッ
ク
・

サ
ー
ク
ル
活
動
始
ま
る

演劇サークル「空」メンバー
中島 松子さん（７６歳）

演劇

音楽

創作

月２回のサークル活動日だ
けでなく、公演直前は放課
後練習的に水内荘体育館で
活動しています。

貼り絵やキャンド
ルの創作、おや
つ作り等の２
グループに分
かれて活動し
ています。

音楽メンバーの希
望により派生。球
技を中心に活動し
ています。

カラオケに合わせて一人ずつ歌う曲と全
員で歌う曲を織り交ぜています。重度の
方も一緒に参加して楽しんでいます。

太鼓は基礎打ちの練習、踊り
は民謡に合わせて身体を動
かしています。

演劇◆18人

創作◆ 52人

スポーツ
◆ 10人

カラオケ・音楽鑑賞◆ 29人

太鼓・踊り◆ 21人

　公演に向けて一生懸命練習していたので大変でした。
　演劇の中の場面では「ダンス」が特に楽しかったです。
「ダンス」の場面で体を動かしたり腰
を振ったりするのが難しいけれども面
白かったです。
 これからもこのような活動があった
ら良いと思うので続けていきたいです。

長野ブロック・サークル一覧
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株式会社ニシザワ
ベルシャイン駒ヶ根店

　『ベルシャイン駒ヶ根店』は地域密
着型のスーパーストアとして、以前か
ら地域への貢献や地域活性・アピール
の場としての存在価値を考えていまし
た。昨年店内を改装するにあたり、情
報誌で見た工賃アップ応援宣言の記事
から障害福祉施設との関わりを持つこ
とを思いつき、現在、アンサンブル
（クッキー）と西駒郷（どら焼き･豆

店長  渡辺　和広様

腐･農産物）それぞれの商品を卸業者
と同等に陳列しており、養護学校の木
工製品はコミュニティープラザにて出
品しております。どれもコンスタント
に売れており好評です。また、「コ
ミュニティープラザ」と会議内で名称
が決まったスペースを提供し、西駒郷
を中心としたテナントショップとして
展開することとなりました。今後も地
域に密着したお店として『ベルシャイ
ン駒ヶ根店』は多く
の方に利用していた
だけたらと思ってい
ます。

つ
れ
づ
れ
福
祉

徒
然
な
る
ま
ま
に
…
他
の
法
人
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
か
ら
見
え
る「
福
祉
」を
、

そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
綴
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
11
月
２
日
、
ベ
ル
シ
ャ
イ

ン
駒
ヶ
根
店
内
に
西
駒
郷
の
自
主
製
品

を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
今
回
の
出
店
に
際
し
ま
し

て
は
、
渡
辺
店
長
を
中
心
に
、
社
員

の
皆
様
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜

り
、
場
所
も
食
品
レ
ジ
に
近
い
好
位

置
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
製
品
を

並
べ
販
売
す
る
に
は
十
分
す
ぎ
る
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

プ
ラ
ザ
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、
当
所
の

み
な
ら
ず
、
伊
那
養
護
学
校
の
製
品
の
販

売
も
始
ま
り
ま
し
た
。

四
季
、
年
中
行
事
に
合
わ
せ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
交
換
し
て
い
ま
す

地域との懸け橋
～西駒郷自主製品の常設店  ベルシャイン駒ヶ根店

「コミュニティープラザ」～

　

こ
こ
で
は
利

用
者
の
活
動
の

様
子
、
作
業
風

景
な
ど
も
写
真
パ

ネ
ル
に
し
て
展
示
し
て
お
り
、
地
元
住
民

の
方
々
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
西
駒
郷
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
に
な

れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ス
ペ
ー
ス
の
販
売
に
加
え
、
信
州

ま
め
匠
の
豆
腐
・
ど
ら
焼
き
、
え
こ
宮
田

の
農
産
物
も
生
鮮
品
コ
ー
ナ
ー
に
置
か
せ

て
い
た
だ
き
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
地
域
で
の
常
設
店
は
、
委

託
販
売
と
い
う
形
な
が
ら
初
め
て
の
試
み
で

す
。
今
後
は
他
の
関
連
団
体
に
も
出
店
を

呼
び
か
け
、
こ
の
シ
ョ
ッ
プ
が
西
駒
郷
等
福

祉
事
業
所
と
地
域
の
懸
け
橋
に
な
る
よ
う
、

販
売
品
の
充
実
や
展
示
内
容
も
工
夫
し
て
参

り
ま
す
。
皆
様
方
も
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
小
澤
）

ちなみに店長のおス
スメは、どら焼きの

『あんバター』味と
『寄せ豆

腐』だそうです。こ
れからの時期、寄せ

豆腐は電子レンジで
軽くチン

してポン酢で食べる
のが格別とのこと。

ぜひお試しください
。
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平
成
25
年
度
末
を
も
っ
て
現
在
の
指
定
管
理
期

間
が
満
了
と
な
る
県
立
二
施
設
に
つ
い
て
、
昨
年

10
月
に
指
定
管
理
者
の
指
定
申
請
を
行
っ
た
所
、

11
月
定
例
会
の
議
決
を
得
て
無
事
、
平
成
26
年
度

以
降
５
年
間
の
指
定
管
理
者
と
し
て
西
駒
郷
、
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
長
野
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
と
共
同
申
請
）
と
も
再
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
に
開
催
さ
れ
た
第

16
回
長
野
県
障
害
者
文
化

芸
術
祭
絵
画
部
門
で
、
西

駒
郷
利
用
者
の
山
口
修
一

さ
ん
の
作
品
が
、
見
事
最

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
受
賞
作

品
を
含
む
優
秀
作
品
を
県

内
各
地
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。
平
成
26
年
１
月
に
中

信
、
飯
田
の
各
地
域
の
２
会
場
で
、
２
月
に
は
東
信

会
場
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
確
認
下
さ
い
。

西
駒
郷
、障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
と
し
て
再
指
定

お
め
で
と
う
！

～
障
害
者
文
化
芸
術
祭

　

絵
画
部
門
最
優
秀
賞
受
賞
～

退
職

（
平
成
25
年
９
月
30
日
付
）

松
本
ひ
よ
こ

　
支
援
員
／
上
野
ひ
と
み

（
平
成
25
年
12
月
31
日
付
）

信
濃
学
園

　
支
援
員
／
赤
羽
志
保

　「わーく宮田」の丸太プランターを抽選で３
名の方にプレゼントいたします。
　事業団だより「やまなみ」の感想や今後掲載
してほしい内容等について、①郵便番号、②住
所、③氏名、④電話番号、⑤プランターの希望
サイズ（中・小）を記載のうえ、メールまたは
郵便はがきにて法人本部（事務局）までお寄せ
ください。（3月末締切り）
　なお、当選発表は商品の発送をもってかえさ
せていただきます。（プレゼントの発送は4月
頃を予定しています。）

 「わーく宮田」
プレゼント

　昨年は２０２０東京オリンピック・パラリンピック開催決定に湧き、今年はロシアのソチで間もなく冬季オリンピックが開かれます。ここ長野県での
冬季オリンピックから１６年。本当に時の経つのは早いものですね。
　さて、今回は「相談支援事業」にスポットをあてて特集を組みました。長野オリンピックの１６年前と現在を単純に比較しても、情報通信技術だ
けでなく、福祉の世界も時代と共に大きく変わってきているのだなと取材を通して実感し、私自身もよい勉強になりました。今回の特集が「相談
支援事業」についての理解を深めるひとつのきっかけとなりましたら幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(河原﨑)

　自然な形をできるだけ残し加工した手作りプランター
は、他ではない風合いを醸し出しており、ふしや木目な
ど一つ一つに異なった趣があるため、まさにオンリーワ
ンのプランターです。春先にかけてガーデニングを行う
際のアイテムとしていかがでしょうか。
 サイズは中(長さ約１ｍ・幅約30㎝)小(長さ約70㎝・
幅約30㎝)とご用意しております。ただ、木の形状が微妙
に違いますので、サイズが多少前後してしまう場合があ
ります。あらかじめご了承のうえご希望のサイズをお選
びください。

◆ 丸太プランター

　
「
地
域
で
の
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
創
り
」を
テ
ー

マ
に
、
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

駅
伝
大
会
等
、
お
楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん
の
当
事

者
参
加
型
セ
ミ
ナ
ー
を
宮
田
村
民
会
館
を
主
会
場

に
来
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

こ
の
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
実
行
委
員
会
（
０
２
６-

２
２
８-

０
３
３
７
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
３
回
駒
ヶ
根
高
原

ふ
く
し
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日
決
定
！！

平
成
26
年
６
月
27
日
金
～
28
日
土

　
　
参
加
無
料
（
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
）

【
基
調
講
演
】
６
月
28
日
土  

９
：
30
～

　
　

 「
自
然
と
調
和
し
た
シ
ン
プ
ル
な

  　
　

 

暮
ら
し
の
す
す
め
」

　
　

  

ベ
ニ
シ
ア
・
ス
タ
ン
レ
ー・
ス
ミ
ス

　
　
　

�

現
在
、
N 

H 

K　

E
テ
レ
で
「
猫
の
し
っ
ぽ 

カ
エ
ル

の
手
～
京
都
・
大
原
ベ
ニ
シ
ア
の
手
作
り
暮
ら
し
～
」

が
放
映
中

テ
ー
マ

講　

師

林産班
合田　成穂　支援員
からのメッセージ

松
本
あ
さ
ひ
学
園

　
主
事
兼
支
援
員
／
金
兒
直
哉

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
看
護
師
／
中
村
直
子

事
業
所
間
異
動
等

（
平
成
26
年
１
月
１
日
付
）

水
内
荘

　�

支
援
課
長
／
小
宮
山
紀
道
（
松
本
あ
さ

ひ
学
園
治
療
支
援
課
長
）

長
野
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

歩
楽
里

　�

所
長
／
小
宮
山
紀
道
（
兼
）

み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

　�

専
門
幹
／
小
宮
山
紀
道
（
兼
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園

　�

治
療
支
援
課
長
／
小
島
健
一
（
水
内
荘

支
援
課
長
兼
長
野
圏
域
障
害
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
歩
楽
里
所
長
兼
み
の
ち
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
専
門
幹
）


